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（
泊
駅
に
て
｝

朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例

の
改
正
点

の
概
要

送料l自円

同
民
川
町
山
肌
保
険
は
閃
代
制
服
保
険
法
、

企
施
行
令
、
〈し
制
川
の
外
に
町
の
令
例
に

依
り
迎
仲
・
け
さ
れ
て
い
る
が
、
依
近
そ
の
条

例
の
改
正
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
を
挙
げ

て
、
被
保
険
者
の
参
汚
に
供
し
ま
ナ
。

て
税
額
の
減
免
に
つ
い
て
主
の

一
項
が

加
え
ら
れ
た
。

－
町
長
は
左
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
の
う
ち
、
必
堅
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
も
の
に
対
し
、
悶
民
健

康
保
険
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
出
来

る。

イ
貧
幽
に
よ
り
公
私
の
扶
助
を
栄
け
る

者
。

ロ
災
害
等
に
よ
り
ん
に
出
が
著
し
く
凶
難

と
な
っ
た
者
、
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

定価一部六円高田印刷印刷所

就

任

の

挨

拶

大'L＼：述ーニ

町
民
の
皆
保
に
は
稔
の
収
純
に
、
生
産

に
或
は
家
事
に
皆
さ
ん
の
各
々
枠
制
切
に
お

い
て
持
臼
元
気
で
お
働
き
の
こ
と
L
存
じ

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
い
て
は
去
る
九
月
十
六
日
開
会
の
本

町
議
会
に
お
い
て
選
挙
の
結
県
凶
ら
ず
も

怠
ど
も
’
忌
長
、
副
識
長
に
当
越
い
た
し
ま

し
た
。
何
分
に
も
浅
山
チ
坪
才
そ
の
誌
で
は
な
く

こ
の
震
買
を
果
し
得
る
や
と
甚
だ
疑
悦
い

た
し
て
居
り
ま
す
が
、

常
に
刊
さ
ん
の
ご

支
援
を
得
ま
し
て
、
本
町
勢
の
阪
興
党
M
山

に
強
力
守
什
出
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で、

何
－MT
よ
ろ
し
く

一
府
の
ご
指
仰
と
ご

鞭
健
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

こ
こ
に
就
任

に
当
り
略
儀
乍
ら
紙
而
な
か
り
で
ど
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
十
月

朝
日
町
議

会

議

長

朝
日
町
強
会
副
甑
長

戦円町役場内編集波発行人

情

水

伝

平

柚

木

文

治

と
芯
め
ら
れ
る
者
。

ハ
彼
川
同
九
円
台
が
（
山
代
刈
川
主
党
除
く
〉
他

の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
。

保
険
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
お

は
、
納
期
以
前
七
日
前
に
①
氏
名
及
び
住

所
②
納
期
制
法
び
税
制
①
減
免
ぞ
受
け
よ

う
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由
を
証
明
す

る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
す
る
こ

と。

二
、
納
税
義
務
の
発
生
消
滅
に
伴
う
賦
課

に
つ
い
て
。

国
民
健
康
保
険
税
の
は
諜
期
日
後
に
納

税
終
務
が
発
生
し
た
析
に
は
、
発
生
し

た
月
の
仙
波
月
か
ら
月
初
を
以
て
昨
定
し
た

保
険
枕
を
却
し
、
的
減
し
た
者
に
は
、
削

減
し
た
向
け
ま
で
月
川
を
川
て
昨
忘
し
た
似

険
枕
を
却
し
て
レ
た
が
本
鉱
山
か
ら
は．

発
生
し
た
者
に
は
、
発
生
し
た
日
の
属
す

る
月
か
ら
月
訓
そ
以
て
、
前
山
川
‘
し
た
…
打
に

は
削
減
し
た
臼
の
属
す
る
前
月
ま
で
を
月

訓
を
以
て
算
定
し
保
険
枕
を
一認
す
る
こ
・と

に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は
陸
出
保
険
法
、

船
員
保
険
法
等
主
同
一
規
定
と
し
、

移
動

の
際
二
重
負
担
を
な
く
す
る
為
で
あ
る
。

国
を
家
庭
を
明
る
く
築
〈

郵

便

貯

金

増

強

運

動

昭
和
三
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

①
不
時
の
備
え
に
那
使
山
川
合

①
く
ら
し
の
設
計
ま
ず
貯
前

①
郵
便
貯
金
で
ゅ
に
か
な
〈
ら
し

①
生
活
に
希
望
と
力
を
生
む
枇川
市

わ
が
国
経
慌
の
安
定
成
長
を
阿
る
た
め

に
は
、
貯
M
V
M

の
増
強
が
き
わ
め
て
重
要
で

あ
り
ま
す
。

郵
似
貯
金
は、

便
利
、
有
利
、
確
実
な

貯
蓄
の
方
法
と
し
て
ひ
ろ
く
利
用
さ
れ
、

貯
金
鞄
甜
は

一
兆
円
を
こ
え

f
国
民
の
福

祉
増
進
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
資

金
は、

国
の
財
政
投
融
資
の
重
要
な
賢
蕊

と
し
て
、
住
宅
の
建
設
、
中
小
商
工
業
、

農
林
漁
業
等
の
振
興
、
学
校
、
病
院
、
保

健
加
、
上
下
水
道
な
ど
地
方
自
治
間
体
の

公
共
施
設
の
披
備
拡
充
、
交
辿
機
関
、
道

路
、
港
湾
等
の
整
備
、
治
山
、
治
水
、
災

害
の
復
旧
、
な
ら
び
に
電
力
、
鉄
鋼
等
の

基
幹
産
業
の
拡
充
、
地
方
産
業
の
開
発
、

輸
出
の
保
興
等
の
た
め
に
融
資
さ
れ
、

国

を
家
庭
を
明
る
く
築
く
う
え
に
大
き
な
民

献
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
郵
便
貯
金
の
使
命
に
か
ん

が
み
、
い
っ
そ
う
の
増
強
を
図
る
こ
と
が

嬰
抗
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
関
係
作
折
、

地
方
自
治
団
体
、
ん
什
樋
川
体
得
と
提
携
し

て、

郵
似
貯
金
増
強
運
劫
を
悦
附
し
、
ひ

ら
く

一
紋
の
雌
解
と
協
力
を
得
て
そ
の
目

的
達
成
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
主

催

露

政

省

協

賛大
蔵
省
、
自
治
省
、
通
商
産
業
省
、

厚
生
省
、
文
部
省
、
建
設
省
、
運
輸

省
、
労
働
省
、
昨
苗
増
強
山
，
央
委
員

会
、
日
本
放
送
協
会
、

日
本
民
間
放

送
速
盟
、
全
国
公
民
舘

連

総

協

議

会
、
新
生
活
運
動
協
会
、
合
園
地
域

婦
人
間
体
述
絡
協
級
会
、
主
州
連
合

会
、
全
国
米
亡
入
団
体
協
部
会
、
日

本
若
謎
協
会
、
日
水
百
年
間
協
館

会、

日
本
宗
教
連
則
、
日
本
P
T
A

全
国
協
設
会

（
順
序
不
同
）

4
a

，a
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u
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＋
月
一
日

l
l三
十

一
日

納
税
貯
蓄
組
合
間
倣
月
間

朝

日

町

魚

津

税

務

署

下

新

川

県

－税

率

務

所

魚
津
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

貯

め

合

っ

て

励
ま
し
合
っ
て
完
納

へ

楽

納

R守 税

畜

な
日

t頁

の

納
税
御
知
ら
せ

十
月
分
の
納
税
ま
町
民
税
第
五
期

｝

－
保
険
税
第
三
期
て

あ
り
ま
す
、
町
長
税
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
配
布
済

の
令
容
に
よ
り
月
末
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。

な
お
前
期
米
仙
の
方
は
は
や
く
納
め
て
下
さ
い
。

写真 3克明

（左）上朝日縞

（右）泊高校学悶祭に
おける出l≫iJ
2年3却の下iliC'i. 
頭会談

家
屋
の
調
査
実
施

町
で
は
固
定
資
産
税
の
適
正
以
訟
を
回

途
と
し
て
今
度
全
町
に
一H
一
っ
て
家
屋
の
調

撚
を
実
施
致
し
ま
す
。

こ
れ
は
三
年
毎
に
行
う
も
の
で
問
定
資
一

向
税
の
必
俗
年
度
と
い
っ
て
ち
ょ
う
ど
米
－

月
広
が
そ
の
け
中
，
m月
一
位
に
あ
た
り
ま
ま
す

比
の
調
行
が
以
後
三
ヶ
年
の
法
舵
に
な

る
訳
で
あ
り
ま
す
。
係
釘
が
参
り
ま
す
れ

ば
毘
内
J
b
調
査
し
評
価
し
ま
す
の
で
町
民

－

名
仰
の
絶
大
な
的
協
刀
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

木
訓
査
は
大
作
九
月
下
旬
か
ら
十・
一月

末
日
ま
で
に
全
町
を
終
了
す
る
予
定
で
あ

一

り
ま
す
が
日
程
に
つ
レ
て
は
町
内
会
長
を

通
じ
出
覧
文
書
に
て
御
袋
内
い
た
し
ま
す

担
ね
て
御
協
力
の
担
お
願
い
し
ま
す
。

4
E－
a川
曙．

a仏
E

農
業
改
良
資
金
借
入
の
あ
ら
ま
し

設
業
経
営
の
改
器
官
け
的
と
し
て
山
崎
家
が
門
主
的
に
機
業
持

病
を
導
入
し
た
り
、
又
山
刷
業
均
設
を
改
良
、
造
成
す
る
場
合
、

農
業
改
良
資
金
助
成
法
に
よ
っ
て
国
か
ら
低
利
な
資
金
を
喝
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

軒
目
町
で
も
現
在
迄
此
の
制
度
に
よ
っ

て
貸
付
を
受
け
て
居
る
人
が
あ
り
ま
寸
が
未
だ
貸
付
対
決
と
な

る
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
居
ら
れ
な
い
出
家
も
沢
山

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
支
す
の
で
次
に
そ
の
概
要
や
一
日
以
し

て
見
ま
す
。

尚
内
容
の
細
部
及
び
間
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
地
元
の
農
業

協
同
組
合
（
或
い
は
役
場
産
業
課
）
へ
御
閉
会
せ
下
さ
い
。

又
、
同
の
融
資
絹
に
は
限
度
が
あ
り
、
而
も
申
請
護
家
が
呆

し
て
貸
付
を
必
要
と
す
る
か
否
か
県
の
事
前
調
究
と
知
事
の
認

可
を
得
て
始
め
て
日
付
が
決
定
し
ま
す
か
ら
此
の
点
充
分
街
諒

知
傾
い
た
い
も
の
で
す
。

農

業

改

良

資

金

仇

入

の

手

引

（M
M
・木
市H
e

荒
賀
の
七
川
似
を
悦
…
利
立
正
て
貸
付
）
（
昭
和
三
十
五
年
度
分
）
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（
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七
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新
米
第
号
列
車
関
西
へ

本
年
度
の
新
米
が
全
国
の
ら
ツ
プ
を
切

っ
て
わ
が
朝
日
町
か
ら
関
西
に
向
け
て
発

送
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
九
月
十
二
日
大
家
庄
決
協
よ
り
出

荷
の

二
三

O
偵
で
貸
出
中
仰
の
十
二
日
午
後

二
時
に
は
泊
駅
ホ
！
ム
に
地
元
生
鹿
者
代

表
を
始
め
、
食
糧
事
務
所
、
日
本
通
運
関

係
者
な
ど
三
十
余
名
の
歓
送
の
う
ち
に
北

陸
線
を

一
路
大
阪
、
京
都
に
向
っ
て
直
送

さ
れ
ま
し
た
が
関
西
都
市
の
台
所
に
は
さ

ぞ
か
し
越
中
米
の
新
香
が
漂
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
尚
幾
多
の
苦
難
を
排
し
て

新
米
第
一
号
列
車
へ
の
出
荷
に
巾
刑
さ
れ
た

地
元
生
産
者
と
農
協
並
び
に
食
検
当
局
に

対
し
各
方
聞
か
ら
感
謝
の
戸
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

防
火
モ
デ
ル
地
区
に

宮
崎
校
下
指
定
さ
れ
る

前
火
思
想
の
姐
円
及
運
動
を
年
聞
を
通
じ

て
実
犯
し
て
円
分
の
家、

同
分
述
の
放
下

は
み
ん
な
の
力
で
火
出
か
・
L

り
守
る
と
い
う

狩
り
た
持
ち
進
ん
で
防
火
m
u
m
の
倣
－M
と

初
期
的
火
設
削
の
光
夫
を
閃
っ
て
仙
の
手

水
と
な
り
、
次
却
に
こ
れ
を
拡
め
て
全
町

か
ら
火
災
を
な
く
す
べ
く
、
県
下
二
十
市

町
の
名
一
校
ド
ず
つ
が
防
火
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
で
は
宮
崎
校
下
が
こ
の
運
動
初

め
て
の
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

指
定
さ
れ
て
い
る
期
間
は
一
ヶ
年
間
で

今
年
九
月

一
日
か
ら
米
年
八
月
末
ま
で
で

す
。
こ
の

一
ヶ
年
聞
は
大
体
次
の
嬰
領
で

強
力
に
防
火
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

－
消
防
器
、

前
坊
間
体
は
防
火
推
進
の
母

体
と
な
り
自
的
達
成
に
つ
と
め
る
。

①
関
係
資
料
の
作
成
配
布

②
防
火
懇
談
会
の
開
催

①
指
得
資
奈
の
実
施

①
的
防
用
水
利
の
路
保

①
初
期
消
火
訓
練
の
桁
導

①
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
鮒
織
及
び
育
成

持
母

ι防
火
批
准
員
を
校
下
で
三
名
程
度
設
け

校
下
住
民
の
向
発
的
防
火
推
を
図
る
と

共
に
消
防
の
行
う
ん
仰
策
に
協
力
ず
る
。

①
消
防
関
係
法
令
の
辺
守
励
行
協
力

①
指
導
責
務
実
胞
の
積
略
的
協
力

①
轡
削
開
発
令
時
の
博
成
協
力

①
消
防
水
利
保
全
の
協
力

3
住
民
の
協
力

①
家
低
防
火
口
任
者
を
定
め
て
火
の
始

末
の
自
任
を
般
市
に
す
る

①
自
発
的
な
家
庭
防
火
診
断
及
び
不
備

欠
陥
事
項
の
政
修
改
善

①
防
火
モ
デ
ル
地
区
運
動
へ
の
南
極
的

な
協
力

要
約
し
ま
す
と
以
上
の
通
り
で
す
。

白
一
日
と
涼
し
さ
が
加
わ
り
火
災
の
発

生
の
多
い
時
候
と
な
っ
て
き
ま
す
。

御
宅
の
火
を
お
使
い
に
な
る
設
備
に
思

い
所
が
な
い
か
、
も
う
一
度
よ
く
検
べ
て

み
ま
し
ょ
う
＠

消

防

署
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の

日
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民

生
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叫
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ほ
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げ
仙
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八
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開
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山
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υ

口
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小
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度
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利
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日
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て
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